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歌今井広亀さんが保管し

ていた尖石遺跡の出土品

「埋設土器」の説明を向

く山田奈津子さん（石か
ら2人目）＝茅野市役所

尖
石
の
貴
重
な
資
料

子
孫
か
ら
茅
野
市
へ

故
今
井
さ
ん
（
加
聖
保
管
「
埋
設
土
器
」

豊
平
）
の
出
土
品
「
埋
設
土
器
」
l

点
が
、
孫
の
山
田
芳
子
さ
ん
（
7
1
）

＝
同
町
＝
か
ら
茅
野
市
に
寄
贈
さ

れ
た
。
十
般
社
団
法
人
「
大
昔
調

査
会
」
に
よ
る
と
「
尖
石
遺
跡
の

史
学
の
発
計
に
寄
与
す
る
よ
う
便

大
昔
調
査
会
副
理
事
長
の
三
上

徹
也
さ
ん
（
6
7
）
＝
岡
谷
市
＝
は
「
有

下
諏
訪
町
出
身
の
郷
土
史
家
、

今
井
広
亀
さ
ん
（
1
8
9
7
～
l

9
8
6
年
）
が
保
管
し
て
い
た
国

特
別
史
跡
「
尖
石
遺
跡
」
（
茅
野
市

調
査
の
第
妄
と
な
っ
た
貴
重
な

資
料
」
。
市
は
2
日
か
ら
、
市
尖
石

縄
文
考
古
館
で
展
示
す
る
。

壷
設
土
器
は
直
径
約
1
6
琴
、
高

さ
約
1
8
巧
の
縄
文
時
代
中
期
の
土

橋
。
考
古
学
研
究
者
の
故
宮
坂
英

式
氏
が
進
め
た
尖
石
遺
跡
の
発
掘

調
査
で
、
1
9
3
0
年
7
月
2
8
日

に
第
2
号
炉
址
で
発
見
さ
れ
た
。

当
時
、
豊
平
小
学
校
に
勤
務
し
て

摩
れ
ば
あ
り
が
た
い
」

と
期
待
し
て
い
た
。

（
宮
沢
知
史
）
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名
な
土
器
で
あ
り
、

拝
見
し
て
本
当
に

驚
い
た
。
資
料
を

き
っ
か
け
に
今
井

先
生
に
光
が
当
た

い
た
今
井
さ
ん
が
調
査
を
行
い
、

埋
設
土
器
と
炉
址
を
写
真
に
収
め

実
測
図
を
作
成
す
る
な
ど
詳
細
に

記
録
し
た
。

今
井
さ
ん
が
生
前
に
集
め
た
遣

物
の
中
の
1
点
で
、
山
田
さ
ん
の

自
宅
の
土
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

昨
年
6
月
、
山
田
さ
ん
が
遺
物
を

地
域
に
役
立
て
た
い
ー
と
諏
訪
地

域
の
考
古
学
や
歴
史
学
な
ど
の
研

究
家
ら
で
つ
く
る
大
昔
調
査
会
に

相
談
し
た
こ
と
で
、
存
在
が
明
ら

か
に
。
出
土
地
で
あ
る
同
市
に
有

効
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
寄
贈
が

決
ま
っ
た
。

市
が
感
謝
状
贈
る

1
日
は
、
同
市
役
所
で
今
井
敦

市
長
が
、
山
田
さ
ん
の
長
女
で
今

井
さ
ん
の
ひ
孫
に
当
た
る
山
田
奈

津
子
さ
ん
（
3
7
）
＝
東
京
都
＝
に
感

謝
状
を
手
渡
し
た
。
今
井
市
長
は

「
尖
石
遺
跡
を
象
徴
す
る
責
重
な

土
器
。
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い

た
い
」
と
感
謝
し
た
。
奈
津
子
さ

ん
は
「
茅
野
市
や
諏
訪
地
域
の
歴


